
令和元(2019)年度 南那須中学校 学校評価報告書

項 重点目標・具体策
取組状況・成果 ･課 題 改 善 策 学校関係者の評価者の意見等目 （○：市の重点目標）

○ 「 生 き る 力 」 を 育 む ・ 教 育 目 標 の 具 現 化 に 向 け （ 市 の 重 点 目 標 を 踏 ま ・「 主 体 的 に 学 び 続 け る 生 徒 」 の 育 成 に 向 ・「 知 ・ 徳 ・ 体 」 の 調 和 を 図 っ
特 色 あ る 教 育 課 程 の 編 え ）、「 知 ・ 徳 ・ 体 」 の 調 和 を 図 っ た 教 育 課 程 の 編 け て 、 全 教 職 員 の 共 通 理 解 の も と に 、「 生 た 教 育 活動 が 計 画 的に 推 し 進め
成、実施に努める。 成と実施 となるよう①教育活動内 容の評価方法を改 き る 力 を 育 む 」 教 育 課 程 の 編 成 ・ 実 施 及 び られている。

学 善②Ｔ・ Ｔによる授業を実施③校 内研修の内容及び 評価の工夫改善に一層努めていく。 ・ 学 校 経営 方 針 が 具体 的 に 示さ
校 研修方法 の改善④諸関係機関（特 別支援学校、高齢 ・ 校 内 研 修 の 内 容 （ 学 校 課 題 を 中 心 と し た れ る と とも に 、 そ の具 現 化 に向
運 者市こど も課等）との連携強化⑤ 地域を知るための 授 業 改 善 と 教 科 部 会 を 中 心 と し た 学 力 の 向 け た 方 策が 適 切 に 計画 さ れ てい
営 活動やボランティア活動等の取組を実施してきた。 上）及び研修方法（教育課程への位置づけ） る 。 ま た 、「 教 育 全 体 構 想 図 」
・ の工夫を一層図る。 と 保 護 者及 び 生 徒 アン ケ ー ト、
教 教 職 員 自己 評 価 シ ート 内 容 をリ
育 ◎ 学 校 運 営 の 土 台 作 り ・今まで の教育活動の成果と課題 を踏まえ、本年度 ・諸学力調査及び教職員自己評価、保護者、 ン ク さ せた こ と は 、教 育 活 動の
課 と 、 本 年 度 の 努 力 点 等 の 努 力 点 を ｢学 力 の 向 上 」「 自 己 有 用 感 の 育 成」「 安 生徒アンケート等をもとに「求める生徒像」 重 点 化 を図 る こ と に効 果 的 であ
程 を 踏 ま え た 指 導 の 充 実 心、安全 な学校づくり」の３つの 柱に整理し「教育 を 明 確 に す る と と も に 、 数 値 目 標 を 具 体 的 る。
に心がける。 全体構想 図」を策定した。また保 護者及び生徒アン に 設 定 す る こ と で 、 学 校 運 営 組 織 の 一 層 の

ケート、 教職員自己評価シート内 容の改善を図り、 活性化を図る。
指導の重点化を明確にした。

○ 知 的 学 力 を 保 障 し 、 ・ 学 校 課 題 を ｢自 ら 考 え 、 課 題 を 解 決 で き る 生 徒 の ・ 教 科 等 横 断 的 な 視 点 で 言 語 活 動 を 充 実 さ ・ 教 師 の資 質 ． 能 力の 向 上 を図
学 ぶ 意 欲 を 引 き 出 し 、 育成－自力解決型の授業を目指して ｣と新たに定め、せ る た め 、 小 グ ル ー プ 等 で の 話 し 合 い 活 動 り 、 授 業力 を 上 げ るこ と で 学力
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 「 ね ら い の 提 示 （ 明 確 化 、 共 有 化 ）」「 自 力 解 決 の を 充 実 さ せ る 。 そ の 際 、 課 題 や 発 問 を 工 夫 向 上 に 取り 組 ん で いる 姿 が 伺え
力 を 育 む 確 か な 指 導 力 場 」「 言 語 活 動 の 充 実 （ 話 し 合 い 活 動 、 自 分 の 考 え す る こ と で 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 を る 。 計 画的 で 継 続 的な 取 り 組み
に 裏 付 け ら れ た 質 の 高 を 書 く 活 動 ）」「 振 り 返 り 」 を 位 置 づ け た 授 業 づ く 育 む た め の 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び と な を期待している。
い 授 業 の 展 開 に 努 め りを実践 してきた。また、研究授 業や授業研究会、 るようにする。 ・ 朝 の 学習 に 「 新 聞記 事 」 を取

学 る。 研修等を 教育課程に位置づけ、計 画的かつ継続的な ・ 教 科 部 会 や 校 内 研 修 で 、 学 力 調 査 等 の 分 り上げたことはすばらしい。
習 授業改善に取り組んだ。 析 や Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の 授 業 研 究 等 を 継 続 さ せ 、 ・ 授 業 を参 観 し て 、生 徒 が 授業
指 本校の課題に沿った授業改善に一層努める。に 真 剣 に取 り 組 ん でい る と 感じ
導 た。
◎ 学 力 向 上 を 図 る た め ・補充学 習を行う時間を設定し、 生徒の学習支援に ・ 基 礎 ・ 基 本 の 確 実 な 定 着 を 図 る た め 、 生 ・ 家 庭 学習 の 定 着 のた め に は、
に 、 生 徒 へ の 学 習 支 援 取 り 組 ん だ り 、「 新 聞 記 事 」 を 読 み 、 そ の 内 容 を 確 徒 の 学 習 習 慣 の 定 着 に 向 け た 支 援 を 継 続 指 保 護 者 の協 力 が 不 可欠 で あ る。
や 一 層 の 家 庭 学 習 の 習 認する活動を朝の学習の時間に位置づけりした。 導していく。 様 々 な 保護 者 （ 家 庭環 境 ） がい
慣化を図る。 ・家庭学 習の習慣化を図るため自 主学習ノートの実 ・ 家 庭 学 習 を 行 う こ と の 意 義 や 効 果 的 な 学 る の で 十分 な 協 力 を得 る こ とは

施、提出 を実施したことで家庭学 習状況の改善が図 習 方 法 に つ い て 確 認 し て い く と と も に 、 家 困 難 だ と考 え る が 、継 続 し た努
られたがが、なお一層の継続指導が必要である。 庭との連携を図っていく。 力をしてほしい。

○ 学 級 を 核 と し た 相 互 ・生徒会 主催のあいさつ運動の実 践等、生徒が主体 ・ 生 徒 会 や 学 級 役 員 等 生 徒 主 体 の 組 織 的 、 ・「 あ い さ つ 」 の で き る 生 徒 を
理 解 に 基 づ く 望 ま し い の Ａ Ｂ Ｃ ／ Ｒ 運 動 の 推 進 に む け た 取 組 を 実 践 し た 継 続 的 な Ａ Ｂ Ｃ ／ Ｒ 運 動 を 一 層 根 付 か せ る 育 て る ため に は 、 小中 学 校 の連
集団づくりに努める。 が、学校 全体で活気のある雰囲気 を一層つくって行 と と も に 、「 学 業 指 導 」 を 中 心 と し た 「 学 携 は も とよ り 、 学 校、 保 護 者、

く必要が ある。また挨拶ができな い、声が小さい、 びに向かう集団づくり」に取り組んでいく。 地 域 が 協力 し て い く体 制 を 構築
相手が挨拶すれば挨拶できるなどの課題もみらる。 ・ ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 情 報 機 器 の 活 用 に つ していく必要がある。

児 ・１分前 着席、授業始めと終わり の挨拶、授業中の い て 、 正 し い 使 い 方 の 教 育 を 計 画 的 に 実 施 ・ ス マ ート フ ォ ン 等の 誤 っ た利
童 姿勢など 、 ｢学 び に向かう集団づ くり ｣の 定 着化を一 し て い く と と も に 、 保 護 者 へ の 啓 発 活 動 を 用 に よ り、 若 者 が 被害 者 に なっ
生 層図る必要がある。 継続していく。 て い る こと が 社 会 問題 と な って
徒 ・スマー トフォン等の情報機器の 活用の仕方につい ・ 教 職 員 が 目 標 を 共 有 化 し 、 同 一 歩 調 で 生 い る 。 計画 的 な 情 報教 育 に 取り
指 て、一層の啓発活動を行う必要がある。 徒支援、指導にあたる。 組んでいく必要がある。
導 ・ 不 登 校生 徒 へ の 対策 は 喫 緊の
◎ 自 己 有 用 感 の 育 成 を ・ 教 育 相 談 や Ｑ Ｕ 調 査 、「 生 活 ア ン ケ ー ト 」 を 活 用 ・ 教 育 相 談 や 「 生 活 ア ン ケ ー ト 」 の 結 果 を 課 題 で ある 。 様 々 な対 応 に 苦慮
目 指 し 、 道 徳 教 育 の 充 した居がいのある学級づくりに努めてきた。 効 果 的 に 活 用 す る こ と で 、 生 徒 の 内 面 的 理 し て い る 先 生 方 の 様 子 が 伺 え
実 を 図 る と と も に 豊 か ・「 道 徳 科 」 の 授 業 研 究 会 を 計 画 的 か つ 継 続 的 に 実 解 を 一 層 進 め る 。 そ の こ と で い じ め や 不 登 る。
な 体 験 活 動 の 工 夫 を 行 施し、指 導法の工夫、改善を図る ことで、道徳教育 校 等 問 題 へ の 未 然 防 止 、 早 期 対 応 ・ 早 期 解 ・「 い じ め の な い 学 校 」 を 創 る
う こ と で 、 望 ま し い 生 の充実に取り組んだ。 決を組織的に図っていく。 た め に 、「 生 活 ア ン ケ ー ト 」 の
活 習 慣 及 び 人 間 関 係 の ・生徒集 会や各委員会の活動等に おいて、生徒主体 ・「 褒 め て 育 て る 」 指 導 や 成 功 体 験 を 味 わ 回 数 を 増や し た り 、対 策 会 議を
醸成を図る。 の活動を 推進し、成功体験や満足 感を味わわせる取 える活動を一層推進していく。 開 催 し たり す る な ど様 々 な 取り

り組みを実践した。 組みをしていることが伺える。



項 重点目標・具体策
取組状況・成果 ･課 題 改 善 策 学校関係者の評価者の意見等目 （○：市の重点目標）

○ 関 係 諸 機 関 と 適 切 な ・特別支 援教育コーディネーター や教育相談担当教 ・ す こ や か 推 進 室 、 こ ど も 課 等 と の 連 携 を ・ 諸 関 係機 関 と の 緊密 な 連 携を
連 携 を 図 っ た 、 児 童 生 員を中心 に、すこやか推進室等関 係機関と連携を図 一 層 進 め 、 組 織 と し て 生 徒 の 支 援 計 画 を 作 図 り な がら 、 個 に 応じ た 適 切な

特 徒 一 人 一 人 に 応 じ た 指 り、適宜 、保護者に電話連絡や面 談等を実施して保 成 す る と と も に 、 支 援 体 制 を 構 築 し な が ら 支 援 が 行わ れ て い るこ と が よく
別 導に努める。 護者の理解を得ながら生徒への指導が行えた。 指 導 の 充 実 を 継 続 す る 。 ま た 、 保 護 者 と の 理 解 で きた 。 一 方 度重 な る 支援
支 連携を一層強化していく。 会 議 が 実施 さ れ 、 先生 方 の 負担
援 過重が心配である。
教 ◎ 生 徒 一 人 一 人 の 教 育 ・学校全 体の支援体制作りを進め ながら、個に応じ ・ 校 内 教 育 支 援 委 員 会 を 軸 に 、 関 係 機 関 と ・ 様 々 な子 ど も が いる の で 、生
育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 支 援 た支援計 画の作成、実践や生徒や 保護者のニーズを の 連 携 を 図 な が ら 、 個 々 の 支 援 内 容 を 具 体 徒 個 々 に応 じ た 丁 寧な 対 応 を今
の 充 実 が 図 れ る 校 内 体 把握した支援など推進した。 化 さ せ な が ら 、 生 徒 、 保 護 者 の 実 態 に 応 じ 後も心がけてほしい。
制の充実に努める。 た支援となるように進めていく。

○ 心 身 と も に 健 康 で 明 ・「 学 校 保 健 教 育 計 画 」 に 沿 っ た 、 健 康 診 断 や 薬 物 ・ 食 育 教 育 （ 配 膳 か ら 片 付 け 、 食 育 に 関 す ・「 創 生 祭 （ 学 校 祭 ）」 や 「 学
る く 安 全 な 生 活 を 送 る 乱用防止 に関する講演会等が計画 的に実施され、生 る内容）の推進を一層図っていく。 校 保 健 委員 会 」 で 生徒 （ 保 健委
た め の 基 礎 が 培 わ れ る 徒の健康に関する教育の充実が図れた。 ・ 生 徒 会 や 保 健 委 員 会 主 体 の 健 康 に 関 わ る 員 会 ） がテ ー マ に 沿っ た 発 表を
よ う 、 健 康 教 育 の 充 実 ・児童生 徒の生活習慣の実態及び 課題を明らかにす 活動を一層推進していく。 行 っ た こと は た い へん す ば らし
に努める。 るために 、小中連携による継続的 な調査、研修が実 ・ 生 徒 の 生 活 習 慣 に 係 る 課 題 に つ い て 、 小 い こ と であ る 。 今 後も 継 続 して

施された 。またその課題について 保護者を交えた研 中 学 校 及 び 保 護 者 と 連 携 を 図 り な が ら そ の ほしい。
修会が行 われ、有識者の助言をも とに生徒の健康面 課題解決に向けた取組を継続実践していく。・ 大 き な事 故 が な かっ た こ とは
への支援について研修を深めることができた。 ・ 健 康 教 育 に 関 す る 指 導 に つ い て は 、 消 防 よ か っ た 。「 ゼ ロ の 日 」 を は じ

保 ・生徒の 休み時間の過ごし方、傷 病の状況等につい 署 や こ ど も 課 等 関 係 機 関 等 と 連 携 を 一 層 強 め と す る登 下 校 中 にお け る 立哨
健 ての情報 を教職員間で共有し、事 故等の未然防止に 化していく。 指 導 等 を継 続 的 、 計画 的 に 今後
・ 努めた。 も 進 め てほ し い 。 また 生 徒 の安
安 心 で 安 全 な 生 活 を 守 る た め に
全 ◎ 安 心 、 安 全 な 学 校 作 ・交通安 全教室や避難訓練等、救 急救命講習会の実 ・ 生 徒 の 安 全 意 識 を 高 揚 し 、 自 ら 安 全 行 動 は 、 家 庭、 地 域 の 協力 が 必 要で
管 り を 目 指 し 、 各 種 の 事 施、校舎 内外の安全点検等が計画 的に実施され、学 が と れ る よ う 、 安 全 教 育 と 安 全 管 理 の 徹 底 ある。
理 業 等 を 通 し た 保 健 安 全 校安全の充実に取り組むことができた。 を今後も継続して取り組む。
指 導 の 体 制 整 備 の 充 実 「危険箇 所」について見直しを図 り、生徒及び保護 ・ 生 徒 や 地 域 に 関 す る 情 報 収 集 に に 努 め 、
と 体 力 の 向 上 に 努 め 者、地域 にその情報を発信すると ともに周知徹底を 組 織 と し て 指 導 で き る よ う 、 教 職 員 間 及 び
る。 図った。 保 護 者 、 地 域 と の 連 携 強 化 を 一 層 進 め て い

・ 生 徒 が 安 全 に 通 学 が で き る よ う 、「 事 故 ０ の 日 」 く。
の登校指 導や危険箇所の巡視、Ｐ ＴＡの街頭指導な ・ 諸 調 査 を 基 に 、 生 徒 の 体 力 向 上 に 向 け た
どの安全体制整備について改善を図った。 取り組みを継続していく。
・新体力 テストの結果を踏まえ、 体育科の授業等を
活用した体力作りに継続的に取り組んだ。

○ 地 域 連 携 教 員 を 要 と ・ ｢地 域 探訪 ｣や 那 須烏山市ジオパ ーク構想の協力な ・ 市 教 育 委 員 会 と 連 携 を 図 り 、 学 校 支 援 ボ ・ 学 校 支援 ボ ラ ン ティ ア の 配置
し て 、 地 域 の 特 性 を 生 ど、地域連携教員と連携した活動を実践した。 ラ ン テ ィ ア の 配 置 を 実 現 さ せ 、 地 域 素 材 や が 実 現 す る こ と を 期 待 し て い
か し た 教 育 活 動 を 展 開 人材の確保の充実に取り組む。 る。

地 し 、 地 域 に 根 ざ し た 特 ・ 地 域 連 携 教 員 の 役 割 を 明 確 に し 、 地 域 の
域 色 あ る 学 校 づ く り に 努 活 動 団 体 等 と の 連 携 や 積 極 的 な 交 流 を よ り ・「 学 校 ホ ー ム ペ ー ジ 」 の 更 新
と める。 一層図っていく。 回 数 を 増や し 、 学 校の 情 報 を保
の 護 者 、 地域 に 積 極 的に 発 信 して
連 ◎ 地 域 人 材 や 地 域 資 源 ・学校ホ ームページの更新回数を 増やしたり、各種 ・ 学 校 教 育 活 動 の 様 子 に つ い て 、 一 層 の 保 いることはすばらしい。
携 を 効 果 的 に 活 用 し た 地 たよりを 配布するなど、学校の情 報を積極的に保護 護者及び地域への情報提供を進めていく。
域との連携に努める。 者、地域に提供した。 ・ 地 域 人 材 や 地 域 資 源 を 効 果 的 に 活 用 で き

・福祉活 動や高齢者との交流、職 場体験学習等、地 るよう、計画等の見直しを図っていく。
域人材や 地域資源を積極的に活用 した教育活動を計
画的に実践した。


